
2013. №93



予算のページ

（２）☎士別市役所㈹（23）3121    http://www.city.shibetsu.lg.jp

■予算とは

　予算は、市役所の１年間の収入（歳入）と支出（歳出）を計画したものです。
　市役所では、「福祉」や「ごみ処理」「道路整備」「教育」など、市民の皆さんの生
活を守り、より良い市民サービスを提供できるように各部署で計画を検討します。
　各部署で作成した計画は、市長が判断し、予算案としてまとめ市議会に提案します。
　提案された市議会では、議会の会議を開き、審査・議決します。

■士別市の予算規模

　市には３種類の会計があり、目的によって「一般会計」「特別会計」「企業会計」
に分かれています。各会計の予算規模は次のとおりです。

 「一般会計」
教育・福祉・道路整備など、

基本的な行政を運営する会計

 「特別会計」
国民健康保険・介護保険など、

一般会計と区分される会計

 「企業会計」
水道・病院など、利用料金な

どの収入で運営している会計

平成25年度予算

　　２８１億円
（前年比　－ 5.3％）

平成24年度予算

　　２９７億円

（－ 2.2％）

■予算のポイント

　25 年度の予算は、めざす都市像である「天塩の流れとともに人と大地が躍動する
すこやかなまち」の実現に向け、徹底した経費の節減と、効率的な行政運営をはか
るなかで「まちを元気に」するための予算としました。

１５８億円 ６５億円 ５８億円

（－ 4.4％） （－ 13.7％）

１６１億円 ６８億円 ６８億円

平成 25 年度士別市予算
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■一般会計予算の内訳

　歳入内訳の財源を歳出内訳のとおり配分し、事業に取り組みます。

■市民ひとり当たりのサービスに係る費用

　739,894 円（対前年度 427 円減少）

■預貯金と借金の状況

　家庭の預貯金にあたるものが基金、借金にあたるものが市債となります。

　　　○平成 25 年度末基金残高見込　18 億 7,163 万 4 千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市民ひとり当たりの貯金　87,924 円）

　　　○平成 25 年度末市債残高見込　350 億 8,122 万 9 千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市民ひとり当たりの借金　1,648,012 円）

※ひとり当たりの計算方法は、平成 25 年 3 月末人口 21,287 人で算出

その他
１０億円諸収入

７億円

市債
１４億円

市税
２２億円

国・道支出金
２２億円

地方交付税・交付金
８３億円

教育費
１０億円

土木費
１６億円

公債費
２４億円

職員費
２５億円

民生費
３２億円

衛生費
１８億円

その他
１３億円

総務費
１０億円

農林水産業費
１０億円

一般管理費
53,303 円

（対前年度 9,145 円増加）

一般会計総額
１５８億円

歳入 歳出

保健・福祉など
231,889 円

（対前年度 4,019 円増加）

産業振興など
73,066 円

（対前年度 10,994 円減少）

住宅・道路など
76,051 円

（対前年度 8,012 円減少）

消防・防災
27,807 円

（対前年度 577 円増加）

教育・スポーツなど
48,589 円

（対前年度 1,627 円減少）

借入金の返済
113,069 円

（対前年度 1,365 円増加）

職員費
116,120 円 

（対前年度 5,100 円増加）
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平成２５年度の主な事業
マニフェスト項目別の主な事業は次のとおりです。

　乳幼児等医療費給付等事業
　　　　　　　　　　　　　   6,168 万円

１「やさしいまち」の創造

　安心して子どもを育てるこ
とができるよう、市単独事業
として小学生以下の医療費を
無料化し、中学生については
入院時医療費を無料化します。

◎三望台シャンツェ整備事業
　　　　　　　　　　　　　   1,400 万円

　朝日三望台シャンツェ
の助走路について、雪面
ゲージの改修とアクリル
製防護板を設置し、滑走
時の安全対策を図ります。

◎：新規事業

◎街なかミニ公園整備事業
　　　　　　　　　　　　　    5,000 万円

　子どもから大人まで集え
る憩いの場を充実させるた
め、丸武児童公園とあすな
ろ公園の整備を行います。

◎健康管理システム整備事業
　　　　　　　　　　　　　   1,636 万円

　乳幼児から高齢者ま
で、各種検診や予防接
種の結果・履歴を電算
管理し、市民の健康管
理に努めます。

　住宅新築・改修促進助成事業
　　　　　　　　　　　　　   4,500 万円

２「たくましいまち」の創造

　市民が地元建設業者に発注し、
住宅の新築・改修をする場合に
費用の一部を助成します。
　　上限額　新築　100 万円
　　　　　　改修　 20 万円

　寒冷地作物生産性向上促進事業
　　　　　　　　　　　　　   4,716 万円

　寒冷地帯としての基幹作物
である甜菜・馬鈴薯の安定的
な生産振興により、農家所得
の確保を図ります。

　ラブ士別バイ士別運動推進事業
　　　　　　　　　　　　　　  410 万円

　地元消費の拡大から地場
産業の振興を図り、「農・商・
工・消」が連携した全市的
なまちづくり運動を展開し
ます。

　家庭菜園付高齢者用公営住宅整備事業
　　　　　　　　　　　  ２億 2,879 万円

　市民が野菜作りに
携わることのできる
地域環境づくりのた
めに、家庭菜園付住
宅の整備を行います。

　廃棄物減量化、再生利用推進事業
　　　　　　　　　　　　　   1,795 万円

３「あたらしいまち」の創造

　廃棄物の再利用再
資源化の徹底を図り、
埋立処分量の減量化
を推進します。

　新エネルギー導入促進事業
　　　　　　　　　　　　　　  251 万円
　新エネルギーの普及促進を図るた
め、モニターに対して助成します。
①住宅用太陽光発電システム
　（1kw 当たり70千円　上限210千円）　
②木質バイオマス燃料ストーブ　
　（補助率50%　上限10万円 )
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　「市長への手紙」や「市民の声ボックス」、「こども議会」、「地域政策懇談会」などを通して、市民の
皆さまから寄せられた数多くの『市民の声』を施策に反映しました。
　また、市民がより積極的に行政運営に参画できるよう「まちづくりのための特別枠」を設け実施します。
　今年度の対象事業は次のとおりです。

除雪サービス事業
　　　　　　　　　　　　　　　　 121 万円

◎まちづくりのための特別枠

　対象者を生活保護法の最低生活費の 1.2 倍を超
え 2.0 倍以下の収入の者まで拡大します。
       （利用料の一部負担）

平成 25 年度以降に予定していた次の事業は、時期を早めて実施します。 (H24 国の補正予算による )

※国の緊急経済対策に伴う事業

日ハムイースタン戦こども観戦事業
　　　　　　　　　　　　　　　　   60 万円
　７月 27 日 ( 土 )、ふどう球場で日ハムイースタ
ン戦（２軍）の開催にあたり、市内の小中高校生
に観戦の機会を提供します。

日向スキー場ゲレンデ拡幅事業
　　　　　　　　　　　　　　　　 305 万円
　日向スキー場第１リフト周辺の木を伐採し、コ
ースの拡幅及び夜間照明の照度改善を図ります。

チャレンジスクール補助事業
　　　　　　　　　　　　　　　　   65 万円
　集団生活をとおし、子どもたちに自主性・協調
性などを身につけさせ、規則正しい生活習慣の確
立など、基礎的生活習慣の定着を図ります。

まちに元気をシネマ補助事業
　　　　　　　　　　　　　　　　   50 万円
　文化センターにおいて、４月に映画「人生いろ
どり」、７月に映画「じんじん」の上映を行う実
行委員会に事業費の一部を補助します。

みよし市子ども交流事業
　　　　　　　　　　　　　　　　 200 万円
　友好都市愛知県みよし市と小学生対象の相互交
流を実施します。

通学路 LED 防犯灯設置事業
　　　　　　　　　　　　　　　　 100 万円
　通学路における防犯灯のＬＥＤ化を図り、下校
時における安全性を高めます。

福祉パトロール事業
　　　　　　　　　　　　　　　　 168 万円
　高齢者が安心して日常生活を送れるよう、地域
住民と協力し福祉パトロールを実施します。

多摩美術大学版画教室事業
　　　　　　　　　　　　　　　　   34 万円
　教育普及を目的として版画教室を開催します。

ふるさと給食事業
　　　　　　　　　　　　　　　　 271 万円
　サフォークカレー、米粉を使ったパンなど地場
農畜産物を積極的に活用し、より充実した「ふる
さと給食」の提供を実施します。

高齢者自立支援住宅改修助成事業
　　　　　　　　　　　　　　　　 270 万円
　高齢者が要介護状態になることの予防、自立し
た在宅生活を支援するため、住宅改修に要する経
費を助成します。

子育てサポートネットワーク事業
　　　　　　　　　　　　　　　　 255 万円
　ファミリーサポート機能の更なる充実を図るた
め、地域住民による子育て支援体制の強化を図り
ます。

小中学生体育・教育施設無料化事業
　　　　　　　　　　　　　　　　   50 万円
　体育施設・教育施設における小中学生の利用料
金を無料化し、子育て家庭の負担軽減を図ります。

子ども議会開催事業
　　　　　　　　　　　　　　　　   52 万円
　子どもたちの意見・要望などを子どもたち自身
で、更に検討・議論を深め市政への提言を行うた
め、「こども議会」を開催します。

誘致企業連携事業
　（第２回士別ビートまつり）　　　 230 万円
　日甜士別製糖所の協力のもと、市の主要寒冷地
作物であるビートのＰＲ等を関係機関と連携し

「第２回士別ビートまつり」を開催します。

ユジノ・サハリンスク
　　　　道北物産展開催事業　　　 230 万円
　旭川市や稚内市、紋別市などと連携し、「ユジノ・
サハリンスク道北物産展」に参加し、経済交流を
図ります。

　陸上競技場施設整備事業　　　　陸上競技場助走路整備　　　　　　　　　　　　　　　　4,570 万円　
　農業農村整備事業　　　　　　　川南ダム改修に伴う運営事業負担金　　　　　　　　　　   100 万円　
　公園整備事業　　　　　　　　　公園長寿命化計画策定　　　　　　　　　　　　　　　　   530 万円　
　道路ストック総点検事業　　　　茂志利トンネル点検　　　　　　　　　　　　　　　　　   450 万円　
　除雪機械整備事業　　　　　　　ロータリー除雪車 2 台、除雪トラック 1 台購入　　   １億   650 万円　
　公営住宅整備事業　　　　　　　西団地建設（施工年度 H22 ～ 25）　　　　　　　　  ２億 6,756 万円　
　公共下水道事業　　　　　　　　下水道施設整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　5,060 万円　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　４億 8,116 万円　



　　　　　　　　　　  　女性自主企画委員

　　　　　　　　　　 と市企画課の共催で、

　　　　　　　　　　 落語家の「林家花丸」

さんを講師に迎え「士別市男女共同参画セ

ミナー」を２月 15 日に開催しました。

　講演の前半は、誰もが聞いたことのある

「時そば」の噺で会場の緊張をほぐし、それ

から講演に入りました。

　花丸さんは、古いと思われがちな落語の

世界では、男女の違いによることなく、個

人の持つ個性と能力を大いに発揮すること

ができ、舞台でも楽屋でも互いに認め合う

男女共同参画が古くから実現しているとし、

「男女共同参画」は

難しい話ではなく、

人が人を思いやる

ことであり、思いや

りの文化を育てる

ことが大切である

と話されました。当日は、悪天候にも関わ

らず、市内外からたくさんの方にご参加い

ただき、笑いがあふれるセミナーとなりま

した。

男女共同参画
　社会づくり№ 89
男女共同参画
　社会づくり№ 89
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市税の納め忘れにご注意を

　５月は、平成24年度市税の最終納期です。
　お忘れの方は、 今月中に納めていただく
ようお願いします。
　また、 特別な事情で納税が困難な方は、
納税相談を随時受付中です。 お気軽にご
連絡ください。
●相談窓口 ・ 問合せ

　市民部税務課　☎23-3121内線2149

　朝日総合支所地域住民課　☎28-2121内線18

 『国民の未来を守る税金が』
　　　　平成24年度中学生の「税に関する標語コン
　　　　クール」金賞作品　作：藪中　克未さん

市税は、まちづくりの大切なエネルギーです

市税の最終納期です
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で
す
。

 

　

「
低
体
重
児

出
生
届
」
は
妊

娠
届
出
の
際
に

配
布
し
ま
す
が
、

前
年
度
に
妊
娠

届
出
を
し
た
方

で
、
郵
便
物
が



　

今
年
度
の
「
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
」

は
、
５
月
17
日
(金)
か
ら
24
日
(金)
に
実
施
し

ま
す
。
実
施
地
区
や
時
間
は
、
こ
の
広
報

と
あ
わ
せ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

畜
犬
登
録
済
の

方
に
は
、
ハ
ガ
キ

 

行政のページ

図書館からの

　お知らせ
☎

(29)2153

事
業
主
の
皆
さ
ん
か
ら
の
推
せ
ん
を

優
良
勤
労
青
少
年
表
彰

希
望
す
る
団
体
は
申
し
込
み
を

文
化
振
興
補
助
金

犬
を
飼
育
す
る
皆
さ
ん
へ

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

「
い
ぶ
き
」作
品
展
示
の
お
手
伝
い

展
示
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

よ
り
、
事
業
開
催
の
20
日
前
ま
で
に
中
央

公
民
館
☎

（23）
３
３
５
８
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

市
で
は
、
青
少
年
が
働
く
誇
り
を
持
ち
、

次
代
の
担
い
手
と
し
て
進
ん
で
研
さ
ん
す

る
意
欲
の
向
上
を
目
的
に
、
優
良
勤
労
青

少
年
表
彰
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
勤
労
意
欲
に
富

み
、
自
立
心
豊
か
で
模
範
と
な
る
勤
労
青

少
年
の
推
せ
ん
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
推
せ
ん
締
切
→
５
月
15
日

（水）

●
問
合
せ
→
市
商
工
労
働
観
光
課
☎
内
線

２
３
８
９

　

市
で
は
、
文
化
活
動
を
行
う
市
内
の
グ

ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
、
実
行
委
員
会
な
ど

の
団
体
に
対
し
、
自
主
的
な
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
文
化
振
興
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
団
体
は
、
次
に
よ
り
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
団
体
→
文
化
活
動
が
主
な
目
的
の

グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
、
実
行
委
員
会
な

ど
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体

①
営
利
活
動
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と

②
宗
教
・
政
治
活
動
を
目
的
と
し
て
い
な

い
こ
と

③
約
10
人
以
上
で
構
成
し
、
規
約
を
定
め

て
い
る
こ
と

●
対
象
事
業
→
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と

①
自
主
的
な
創
作
発
表
活
動

②
自
主
的
な
鑑
賞
提
供
活
動

③
文
化
振
興
に
関
す
る
講
演
会
・
研
究
会
・

展
示
会
な
ど
の
開
催

④
文
化
交
流
事
業

⑤
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た

事
業

●
補
助
金
額
→
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
、
原
則
と
し
て
20
万
円
を
限
度

●
申
請
手
続
き
→
事
業
着
手
の
１
カ
月
以

上
前
ま
で
に
、
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
に
あ
る
「
要
望
書
」
に
必
要
書
類
を
添

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
☎
内
線
３
２
４
１

　

市
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
「
い
ぶ
き
」

で
は
、
作
品
の
展
示
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
協
力
依
頼

に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
合
が
良
い
場

合
に
展
示
活
動
の
お
手
伝
い
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
→
市
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
（29）
６
７
８
８

で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
登
録
時
の
住

所
が
変
更
の
場
合
は
、
届
か
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
す
で
に
他
の
市
町
村
で
畜
犬

登
録
を
済
ま
せ
た
方
が
転
入
し
た
場
合
は
、

市
環
境
生
活
課
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
問
合
せ
→
市
環
境
生
活
課
☎
内
線
２
２

３
０

◇５月のよみきかせ会◇
 どなたでも参加できますので、お気軽にご参加ください。
①よみきかせ会
●日時→５月 11 日（土）・25 日（土）午前 11 時～ 11 時 30 分
②赤ちゃん★ちびっこよみきかせ会
●日時→５月 23 日（木）午前 10 時 30 分～ 11 時

会場はいずれも、図書館読みきかせ室（２階）です。

◇第 55 回こどもの読書週間◇
●テーマ→「たくさん読んで　大きくなあれ」
●期間→５月 12 日 ( 日 ) まで

◇新　刊　案　内◇
◎花さんぽ　（EAST）（WEST）
◎シニア起業の成功術 志村 和次郎（しむら かずじろう）
◎ 1000kcal 30 日レシピ　浜田 陽子（はまだ ようこ）
◎シルバー川柳 ２　全国有料老人ホーム協会／編
◎サクラ秘密基地　　朱川 湊人（しゅかわ みなと）
◎光る牙　吉村 龍一（よしむら りゅういち）
◎想像ラジオ　いとう せいこう
◎ガソリン生活　伊坂 幸太郎（いさか こうたろう）
◎桜ほうさら　宮部 みゆき（みやべ みゆき）
◎パン屋を襲う　村上 春樹（むらかみ はるき）
◎闇医者おゑん秘録帖 １　　あさの あつこ
◎正義のセ １　　阿川 佐和子（あがわ さわこ）
◎来世は女優　　林 真理子（はやし まりこ）

（７）



（８）☎士別市役所㈹（23）3121    http://www.city.shibetsu.lg.jp

な
っ
た
武
道
に
関
す
る
学
習
指
導
の
充
実

を
図
る
た
め
、
外
部
講
師
と
の
連
携
を
深

め
る
と
と
も
に
、
地
域
と
学
校
を
結
ぶ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
と
活
動
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育

　

支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
に
対
す
る

施
策
と
し
て
、
学
校
内
で
の
支
援
体
制
の

強
化
を
目
指
し
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
さ
ら
に
増
員
し
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

　

す
べ
て
の
学
校
で
鑑
賞
や
芸
術
表
現
体

験
の
機
会
を
持
つ
こ
と
で
、
豊
か
な
感
性

と
自
己
表
現
能
力
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
目
と
な
る
子
ど
も
議
会
は
、

中
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で
体
験
的
な
学
習
を

行
う
な
か
で
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

た
市
政
へ
の
提
言
を
行
う
場
と
し
ま
す
。

●
子
育
て
応
援
フ
ァ
イ
ル

乳
幼
児
期
か
ら

子
ど
も
の
成
長
を

記
録
し
、
保
育
園
・

幼
稚
園
か
ら
学
校

教
育
終
了
ま
で
の

一
貫
し
た
支
援
を

行
う
た
め
、
子
育

て
応
援
フ
ァ
イ
ル
を
新
生
児
の
保
護
者
の

方
に
配
布
し
、
積
極
的
な
活
用
を
推
進
し

ま
す
。

教育行政執行方針
　

昨
年
度
、
全
面
実
施
さ
れ
た
新
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
き
、
主
体
的
な
学
習
に
取

り
組
む
態
度
の
育
成
と
、
豊
か
な
心
や
健

や
か
な
体
を
育
成
す
る
た
め
の
指
導
の
充

実
を
図
り
な
が
ら
、
次
世
代
を
担
う
自
立

し
た
人
づ
く
り
の
た
め
、
基
礎
的
・
基
本

的
な
学
力
の
定
着
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
多
様
化
か
つ
複
雑
化
し
て
い

る
い
じ
め
問
題
な
ど
の
教
育
的
課
題
も
多

く
あ
り
、
こ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
て
は
、

学
校
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
や
地
域
社
会
も

含
め
た
相
互
の
連
携
・
協
力
が
、
極
め
て

大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

 

「
教
育
は
人
づ
く
り
」
で
す
。
我
が
国

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
、
国
の
宝

で
あ
り
、
こ
う
し
た
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
と
時
間
を
か

け
て
向
き
合
え
る
教
育
環
境
の
一
層
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、

学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
情
報
提
供
や

各
種
講
座
の
開
催
、
高
齢
者
教
室
な
ど
多

様
な
学
習
機
会
の
提
供
に
取
り
組
む
ほ
か
、

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
は
、
人
々
に
喜
び
と

感
動
、
安
ら
ぎ
、
活
力
を
も
た
ら
し
、
人

が
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
て

く
れ
る
も
の
で
す
。
豊
か
な
心
と
健
や
か

な
体
を
育
む
た
め
、
各
関
係
団
体
な
ど
と

連
携
し
た
事
業
の
実
施
を
促
進
す
る
ほ
か
、

文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
を
一
層
親
し
む
機
会
を

拡
充
す
る
な
ど
、
世
代
を
超
え
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

教
育
基
本
法
や
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
、

「
生
き
る
力
」
を
育
む
と
い
う
基
本
理
念

の
実
現
に
向
け
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
・
技
能
の
習
得
に
向
け
た
取
組
み
や
、

確
か
な
学
力
を
確
立
す
る
た
め
に
必
要
な

時
間
の
確
保
、
豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体

の
育
成
の
た
め
の
指
導
の
充
実
な
ど
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
学
習

指
導
の
工
夫
・
改
善
を
は
じ
め
、
研
究
主

題
に
基
づ
く
実
践
的
取
り
組
み
の
成
果
を

授
業
と
し
て
公
開
し
、
教
職
員
の
専
門
的

教
育
行
政
執
行
方
針
概
要

平
成
25
年
度

　

学
校
教
育
の
推
進

子どもの成長が記録できる
「子育て応援ファイル」

知
識
や
指
導
力
向
上
に
向
け
た
研
修
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
の
指
導
力
の

向
上
を
目
指
し
、
多
摩
美
術
大
学
の
協
力

を
得
て
、
版
画
技
法
の
習
得
お
よ
び
向
上

の
た
め
の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
士
別
東
高
校

　

小
規
模
校
と
し
て
の
特
色
を
活
か
し
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習
活
動
や
学
校
生

活
に
対
し
て
適
切
な
支
援
を
行
い
、
生
徒

が
の
び
の
び
と
学
ぶ
活
力
あ
る
学
校
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

●
体
罰
の
防
止

　

体
罰
は
、
人
格
や
人
権
を
侵
害
す
る
行

為
で
あ
り
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
と
い
う

こ
と
を
児
童
生
徒
、
保
護
者
と
共
有
の
う

え
、
全
教
職
員
が
強
く
認
識
し
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
体
罰
に
関
す
る
相
談
が
で
き

る
雰
囲
気
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

各
学
校
の
相
談
員
や
青
少
年
相
談
室
の
相

談
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

●
い
じ
め
や
不
登
校
の
根
絶

　

各
相
談
員
と
の
連
携
を
深
め
、
情
報
交

流
や
研
修
の
機
会
を
充
実
し
、
問
題
行
動

な
ど
の
未
然
防
止
や
早
期
対
応
に
向
け
た

学
校
内
の
指
導
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
資
源
を
活
か
し
た
教
育
の
実
践

　

学
校
と
地
域
社
会
が
連
携
し
て
、
積
極

的
な
人
材
の
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
特

に
、
中
学
校
の
体
育
に
お
い
て
、
必
修
と



（９）

教育行政執行方針

●
食
育
の
推
進

　

地
場
農
畜
産

物
を
使
用
し
た

 

「
ふ
る
さ
と
給

食
」
を
年
６
回

実
施
す
る
と
と

も
に
内
容
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
場
産
米
の
消
費
拡
大
や
衛
生

管
理
の
面
か
ら
、
持
参
米
飯
か
ら
提
供
米

飯
へ
の
転
換
に
向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

●
み
よ
し
市
こ
ど
も
交
流
事
業

　

本
市
か
ら
の
交
流
団
の
派
遣
が
３
年
目

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
交
流
の
定
着
を
目

指
し
、
研
修
場
所
や
内
容
等
の
改
善
、
指

導
体
制
等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
非
核
・
平
和
教
育
や
環
境
教
育

　

東
日
本
大
震
災
後
、
約
２
年
を
経
過
し

ま
し
た
が
、
危
機
意
識
や
原
子
力
へ
の
関

心
が
や
や
も
す
る
と
薄
れ
つ
つ
あ
る
な
か
、

関
係
各
機
関
と
連
携
を
図
り
、
積
極
的
に

教
育
活
動
に
取
り
入
れ
ま
す
。

●
小
中
学
校
の
適
正
配
置

　

本
年
３
月
で
武
徳
小
学
校
、
下
士
別
小

学
校
、
中
多
寄
小
学
校
を
閉
校
し
、
そ
れ

ぞ
れ
士
別
小
学
校
、
多
寄
小
学
校
へ
統
合

し
た
こ
と
か
ら
、
新
し
い
教
育
環
境
の
中

で
、
児
童
が
安
心
し
て
、
の
び
の
び
と
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
細
や
か
な
指
導

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
上
士
別
小
学
校
お
よ
び
中
学
校

の
改
築
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め

と
す
る
地
元
期
成
会
の
方
々
と
の
協
議
を

踏
ま
え
、
よ
り
良
い
子
ど
も
の
学
び
の
環

境
の
創
出
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

生
涯
学
習
関
連
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
学
習
相
談
に
対
し
て
適
切
に

指
導
・
助
言
す
る
た
め
、
全
庁
に
配
置
し

た
生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
質

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
部
局
や
機
関
・
団
体
等
が
実

施
す
る
事
業
を
、
北
海
道
教
育
委
員
会
の

事
業
で
あ
る
道
民
カ
レ
ッ
ジ
と
連
携
し
、

市
民
の
学
習
意
欲
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

●
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

展
示
活
動
は

も
と
よ
り
、

発
表
・
鑑
賞

機
会
の
拡
充

を
め
ざ
し
て
、

市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
照
明

機
器
の
整
備

を
進
め
、
い
ぶ
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
充
実
を

図
り
、
更
な
る
利
用
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

●
市
立
博
物
館

　

特
別
企
画
展
と
し
て
「
写
真
で
見
る
士

別
の
あ
ゆ
み
展
」
を
開
催
し
、
朝
日
町
の

歴
史
写
真
も
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
士
別

の
歴
史
や
各
地
区
の
町
並
み
の
様
子
を
展

示
紹
介
し
ま
す
。

●
市
立
図
書
館

　

学
校
図
書
館
へ
の
支
援
と
し
て
、
昨
年

度
に
整
備
し
た
学
校
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
、
図
書
の
学
校
間
相
互
貸
借
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
芸
に
関
す
る
講
演
会
や
各
種

講
座
を
開
催
し
、
文
章
表
現
能
力
や
創
作

意
欲
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
市
民
の
文
芸

活
動
の
一
層
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

●
つ
く
も
青
少
年
の
家

　

恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か
し
な
が
ら
、
宿

泊
研
修
施
設
と
し
て
快
適
な
居
住
環
境
の

整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
活
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
更

な
る
充
実
を

図
り
、
多
様

な
研
修
に
対

応
し
利
用
の

拡
大
に
努
め

ま
す
。

●
公
民
館
活
動

　

公
民
館
活
動
の
原
点
と
も
い
え
る
公
民

館
講
座
を
中
心
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
市
民
各
層
を
対
象
と
し
た
各
種
事

業
を
展
開
し
、
幅
広
い
生
涯
学
習
機
会
の

創
設
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
団
体
・

サ
ー
ク
ル
の
育
成
と
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
、
明
る
く
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た

め
、
青
少
年
相
談
員
、
心
の
教
室
相
談
員
、

児
童
相
談
員
の
学
習
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
よ
り
、
情
報
共
有
と
相
談
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
指
導
セ
ン

タ
ー
活
動
の
拡
充
に
努
め
、
家
庭
の
教
育

力
と
、
地
域
に
お
け
る
青
少
年
の
育
成
能

力
の
向
上
を
図
り
、
青
少
年
健
全
育
成
の

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

●
家
庭
教
育
事
業

　

親
が
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
主
体
的
に

向
き
合
う
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

保
護
者
の
学
習
機
会
の
一
層
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
事
業

　

市
内
の
全
小
学
校
８
校
の
４
年
生
を
対

象
と
し
て
引
き
続
き
開
催
し
、
事
業
効
果

を
家
庭
教
育
に
還
元
で
き
る
よ
う
取
り
組

　

社
会
教
育
の
推
進

　

青
少
年
の
健
全
育
成

いぶきギャラリーでの絵画展

　更なる充実を図るプログラム

年６回開催するふるさと給食
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み
を
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
子

ど
も
達
の
学

力
向
上
・
体

力
増
強
を
目

的
と
し
、
学

習
習
慣
や
ス

ポ
ー
ツ
の
定
着
化
を
図
る
た
め
、
夏
・
冬

の
長
期
休
業
期
間
中
に
教
育
施
設
を
活
用

し
て
開
催
す
る
「
通
所
塾
」
の
開
設
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

教育行政執行方針
　

芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
文
化

振
興
条
例
に
基
づ
い
て
、
市
民
の
自
発
的

な
活
動
の

支
援
、
創

作
活
動
の

活
性
化
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
芸

術
鑑
賞
機

会
の
提
供
、

文
化
関
連

事
業
の
開
催
、
文
化
施
設
の
整
備
充
実
を

は
じ
め
、
各
種
指
導
者
の
育
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
芸
術
・
文
化
活
動
の
推
進

　

サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
ー
ル
や
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
、
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
の
機
能

の
充
実
を
図
り
、
多
様
な
創
作
活
動
や
鑑

賞
機
会
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
の
伝
統
文
化
や
郷
土
の
歴
史
を
学

び
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
き
わ

め
て
重
要
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
文
化

財
や
史
跡
な
ど
の
保
存
管
理
や
調
査
研
究

に
努
め
、
そ
の
保
護
と
活
用
を
図
り
、
地

域
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
の
継
承
の
た
め
の

啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
学
習
教
材
や
展
示
資
料

と
し
て
幅
広
く
活
用
で
き
る
「
文
化
財

マ
ッ
プ
」
を
作
成
す
る
た
め
、
史
跡
台
帳

の
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
無
形
文

化
財
で
あ
る
瑞
穂
獅
子
舞
、
日
向
神
代
神

楽
の
継
承
・
発
展
を
支
援
し
ま
す
。

　

新
た
に
見
直
し
た
「
士
別
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
各
関
係
団
体
と

の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
や
競
技
力
の
向
上
と
選
手
の
育
成
、

施
設
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
合
宿

　

陸
上
お
よ
び
ス
キ
ー
競
技
を
中
心
に
、

年
間
約
２
万
人
の
合
宿
者
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
が
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
な
ど
で
、

合
宿
誘
致
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状

況
で
す
。

　

し
か
し
、
本
年
度
は
モ
ス
ク
ワ
世
界
陸

上
と
ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
る
な
ど
、
気
運
の
盛
り
上
が
り
も
あ
り
、

新
規
合
宿

チ
ー
ム
の

開
拓
に
む

け
た
取
り

組
み
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、

日
本
の
ト

ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
が

集
う
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
、
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
プ
大
会
、
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
チ
ャ
レ

ン
ジ
士
別
大
会
な
ど
を
、
ひ
と
つ
の
観
光

資
源
と
し
て
捉
え
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

努
め
ま
す
。

●
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

　

朝
日
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
大
会
や
、

ピ
ヒ
カ
ラ
樹
氷
歩
く
ス
キ
ー
大
会
に
つ
い

て
は
、
全
国
的
に
ス
キ
ー
の
人
口
が
減
少

し
て
い
る
た
め
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、

同
じ
会
場
で
雪
中
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

な
ど
参
加
者
数
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　

昨
年
改
修
し
た
「
ふ
ど
う
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
」
の
芝
の
養
生
を
待
っ
て
、
本
年
７

月
に
「
新
ふ
ど
う
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

ま
た
、
陸
上
競
技
場
内
の
走
り
幅
跳
び

や
、
や
り
投
げ
、
棒
高
跳
び
な
ど
の
助
走

路
と
、
本
部
席
施
設
の
ト
イ
レ
改
修
の
ほ

か
、
ふ
ど
う
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー

ン
ラ
イ
ン
お
よ
び
カ
ウ
ン
ト
表
示
の
改
修

を
実
施
し
ま
す
。

　

日
向
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
、
圧
雪
車

を
新
規
購
入
、
朝
日
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

は
、
リ
フ
ト
の
原
動
滑
車
基
礎
部
分
の
補

強
工
事
を
実
施
し
、
利
用
者
が
安
全
で
安

心
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
キ
ー
場

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
朝

日
三
望
台
シ

ャ
ン
ツ
ェ
ミ

デ
ィ
ア
ム
ヒ

ル
の
助
走
路

の
雪
面
ゲ
ー

ジ
の
改
修
と
、

転
倒
防
護
板

を
設
置
し
ま

す
。

　

文
化
財
の
保
護
と
活
用

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

芸
術
・
文
化
活
動
の
推
進

４年生が対象「チャレンジスクール」　文化センターでの陶芸教室

2,000人以上が出場「ハーフマラソン大会」

更に安全性が高まる三望台シャンツェ



『看護の日』のお知らせ『看護の日』のお知らせ 楽
し
く
歩
い
て
元
気
な
体
づ
く
り

診  療  科 月 火 水 木 金 留　意　事　項

内  

科

一　般
午前 － － ○ ○ － 月曜日の午前・火曜日の午後は糖尿病専門外来です。

（予約診療）午後 － － － － －

循環器
午前 ○ ○ ○ ○ ○

第３火曜日はペースメーカー外来です。（予約診療）
午後 － － － － －

消化器
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 － － － － －

精 神 神 経 科
午前 － ○ ○ － ○ 水・金曜日の午後の受付は、午後１時 30 分までです。

火曜日は隔週診察です。（受診前に確認してください）
24 日は臨時休診のため、診察日を 23 日に振り替えます。午後 － － ○ － ○

小 児 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○ 午後の診察は午後１時から午後４時までです。

水曜日の午後は予防接種です。午後 ○ ○ － ○ ○

外 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 － － － － －

整 形 外 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○ 午前 10 時から正午までは、病棟回診のため医師が１名です。

午後の診察は３時 30 分からです。（受付は３時まで）火曜
日の午後は脊椎専門外来です。（予約診療）午後 ○ ○ － － ○

皮 膚 科
午前 ○ － ○ － －
午後 ○ － ○ － －

泌 尿 器 科
午前 － － － ○ －
午後 － － － ○ －

婦 人 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○ 水曜日の午後は予防接種・健診専門外来日です。

9日、10日は臨時休診です。午後 ○ ○ － ○ ○

眼 科
午前 ○ － ○ － ○ 水曜日の午後は予約検査の日です。

木曜日の診察は午後２時からです。午後 ○ － － ○ －

耳 鼻 咽 喉 科
午前 － － － － －

診療時間は午後２時から４時までです。
午後 － － － － ○

麻 酔 科
午前 ○ ○ － ○ －
午後 － － － － －

療 養 診 療 科
午前 － － － － －

診療時間は午後１時 30 分から４時までです。
午後 ○ ○ － ○ －

診  療  科 月 火 水 木 金 留　意　事　項
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受付時間
【午前診療】午前８時45分 から 午前10時59分

【午後診療】午前11時 から 午後 3 時（小児科は午後４時まで）

19日→船津医院 ☎ 23-2674
26日→あらかわクリニック
　　　　　　　  ☎ 29-8733

※上記のほか、３日・4 日・５日・

６日・12 日・19 日・26 日は市立
病院です。

平成 25 年    ５月 士別市立病院受診案内平成 25 年    ５月 士別市立病院受診案内 ☎ 23-2166

５月分日曜・祝日当番医

　北海道看護協会は、5 月 12 日の「看
護の日」に合わせて、次の内容でイベン
トを開催します。多くの方の参加をお待
ちしています。

○日時：5 月１１日（土）正午～午後 2 時
○場所：イオン名寄ショッピングセンター
○内容：妊婦さん疑似体験・健康相談など

健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
し
べ
つ

　

市
と
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
健
康
意
識
の
拡
大
と
生

活
習
慣
病
の
予
防
と
し
て
「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
し
べ
つ
第

14
回
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
緑
の
季
節
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
心
地
良
い
汗
を
か
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
家
族
・
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
→
5
月
19
日
（
日
）
小
雨
決
行

●
開
会
式
→
午
前
9
時
10
分
、
ス
タ
ー
ト
午
前
9
時
30
分

●
コ
ー
ス
→
陸
上
競
技
場
周
辺
コ
ー
ス
（
2.6
㎞
ま
た
は

　

5.4
㎞
か
ら
選
択
）

●
参
加
料
→
無
料

●
持
ち
物
→
各
自
必
要
に
応
じ
、
飲

　

み
物
、
お
や
つ
な
ど
を
用
意
し
て　

　

く
だ
さ
い
。

●
参
加
方
法
→
事
前
の
申
し
込
み
は

　

不
要
で
す
。
当
日
、
午
前
9
時
ま

　

で
に
陸
上
競
技
場
へ
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。
（
ふ
ど
う
野
球
場
の
駐
車

　

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

●
問
合
せ
→
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
（
22
）
２
４
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　

※
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
で
す
。

受診の際は必ず
保険証を提示し
てください。



５
月
５
月
広
報
カ
レ
ン
ダ
ー

こ
の
ペ
ー
ジ
を
と
り
出
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い

こ
の
ペ
ー
ジ
を
と
り
出
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い

カ レ ン ダ ー の 内 容 は 、 ４ 月 ５ 日 現 在 の 情 報 を も と に 作 成 し て い ま す 。

内 容 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す が ご 了 承 く だ さ い 。

「
広

報
し

べ
つ

」
で

お
知

ら
せ

し
た

行
事

や
イ

ベ
ン

ト
を

カ
レ

ン
ダ

ー
に

ま
と

め
ま

し
た

。
こ

の
ペ

ー
ジ

だ
け

を
取

り
出

し
、

手
元

に
置

い
て

お
使

い
く

だ
さ

い
。

 

◆
　
　
　
 は

、
「
ゆ
ら
」
で
実
施
の
『
よ
ち
よ
ち
広
場
』 
｡
対
象
は
０
歳
～
就
学
前
の
親
子

よ
ち
よ
ち

ぴ
よ
ぴ
よ

◆
実

施
時

間
を

、
午

前
・

午
後

で
表

示
　（

午
前

）
は

９
時

30
分

～
正

午
。
（

午
後

）
は

１
時

～
４

時
　（

前
・

後
）

は
午

前
と

午
後

の
実

施

◆
　
　
　
 は

、
「
ゆ
ら
」
で
実
施
の
『
ぴ
よ
ぴ
よ
広
場
』 
｡
対
象
は
０
歳
児
親
子

「
よ
ち
よ
ち
」
と
「
ぴ
よ
ぴ
よ
」
の
み
か
た

　 　　
◆

平
均

気
温

　
1
1
．

3
℃

(2
4
年

5
月

平
均

)
　　

◆
日

の
出

　
　4

時
2
2

分
（2

5
年

5
月

１日
）

　　
◆

日
の

入
 1

8
時

3
4

分
（2

5
年

5
月

１日
）

皐
月

皐
月

　の
気

象
17
ペ
ー
ジ
も
参
照

し
て
く
だ
さ
い

17
ペ
ー
ジ
も
参
照

し
て
く
だ
さ
い
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日
曜

日
月

曜
日

火
曜

日
水

曜
日

木
曜

日
金

曜
日

土
曜

日

3
0

士
別

市
奨

学
生

受
付

期
限

【
お

知
ら

せ
版

】

１
入

学
資

金
支

給
申

請（
～

31
日

ま
で

） 
P

16

２
３

４

５
６

７
８

ピ
ラ

テ
ィ

ス
講

習
会

受
付

（
～

17
日

ま
で

） 
 P

18

９
運

転
免

許
更

新
時

講
習（

優
良

・
違

反
）【

お
知

ら
せ

版
】

1
0

ジ
ャ

ズ
を

楽
し

く
親

し
む

講
座

②
第

１
回

 P
19

1
1

よ
み

き
か

せ
会

 P
７

看
護

の
日

イ
ベ

ン
ト

 P
11

春
の

自
然

観
察

会
 P

18

1
2

1
3

栄
養

相
談【

お
知

ら
せ

版
】

水
道

管
洗

浄
作

業（
～

６
月

16
日

ま
で

市
内

各
地

） 
P

21

1
4

1
5

優
良

勤
労

青
少

年
推

薦
期

限
 P

７
初

心
者

写
真

教
室

受
付

（
～

６
月

１
日

ま
で

）
P

12
簡

単
ク

ッ
キ

ン
グ

 P
17

1
6

栄
養

相
談【

お
知

ら
せ

版
】

運
転

免
許

更
新

時
講

習（
優

良
・

一
般

）【
お

知
ら

せ
版

】
簡

単
ク

ッ
キ

ン
グ

 P
17

公
営

住
宅

入
居

抽
選

日
P

20

1
7

狂
犬

病
予

防
集

合
注

射
（

～
24

日
ま

で
） 

P
７

簡
単

ク
ッ

キ
ン

グ
 P

17

1
8

お
父

さ
ん

Ｄ
Ａ

Ｙ
 P

17

1
9

健
康

ウ
ォ

ー
ク

inし
べ

つ
Ｐ

11
無

料
法

律
相

談
P

20
し

べ
つ

わ
ん

ぱ
く

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
 P

21

2
0

2
1

林
 峰

男
の

チ
ェ

ロ
を

聴
く

夕
べ

 P
21

2
2

お
も

し
ろ

い
川

柳
入

門
第

１
回

【
お

知
ら

せ
版

】

2
3

赤
ち

ゃ
ん

★
ち

び
っ

こ
よ

み
き

か
せ

会
 P

７
育

児
講

座
 P

17
ズ

ン
バ

ゴ
ー

ル
ド

講
習

会
P

19

2
4

ジ
ャ

ズ
を

楽
し

く
親

し
む

講
座

②
第

２
回

 P
19

2
5

よ
み

き
か

せ
会

 P
７

米
づ

く
り

体
験

 P
18

2
6
 

2
7

水
質

検
査

P
20

2
8

2
9

お
も

し
ろ

い
川

柳
入

門
第

２
回

【
お

知
ら

せ
版

】
散

歩
に

出
掛

け
よ

う
 P

17
出

張
年

金
相

談
P

20

3
0

ズ
ン

バ
ゴ

ー
ル

ド
講

習
会

P1
9

3
1

市
税

の
最

終
納

期
限

 P
６

1

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

・後
)

こ
ど
も
の
日

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

 《
カ

レ
ン

ダ
ー

の
み

か
た

》

　
そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
ち
に
行
わ
れ
て
い
る
行
事

や
イ
ベ
ン
ト
名
と
、
紙
面
で
紹
介
し
て
い
る
ペ
ー

ジ
番
号
を
記
載
し
て
い
ま
す
。（
【
お
知
ら
せ
版
】

と
あ
る
の
は
前
月
号
の
お
知
ら
せ
版
に
記
載
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

振
替
休
日

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)



　右の写真は、サフォーク
ランド士別を代表する１枚
として、誰もが一度見たこ
とがあるのではないでしょ
うか。
　この写真を撮影した、動
物写真家の目黒誠一氏を講
師に招き、写真教室を開催
します。
　貴重な機会ですので、ぜ
ひご参加ください。
　写真教室で撮影した作品
（写真）は、このページに掲載し、広く紹介
したいと思います。
参加希望の方は、次により申し込みください。

公民館講座

新コーナー

市民のひろば市民のひろば
新コーナー

第 4 回

秘書広報課【「広報」】　バスケットの魅力は？

石山さん　いいプレーができたとき、みんなで

　喜びあえるところです。

広報　このチームの良いところは？

石山さん　いつも笑顔で毎日の練習が楽しいと

　ころです。

広報　チームの目標は？

石山さん　みんなが力を全力で出しきったとい

　えるチームです。

広報　１週間の練習回数は？

石山さん　３～５回です。

広報　ミニバスケットボールは何人いないと大

　会に出場できないの？　また、現在の団員数

　は何人？

石山さん　10人いないと大会に出場できません。

　新入団員が５人加わり 10 人になりましたが、

　まだまだ募集中です。

広報　募集している地域（区域）は？

石山さん　士別西小学校、士別小学校、多寄小

　学校、温根別小学校、剣淵小学校に通学して

　いる、小学３年生以上の子どもが対象です。

広報　石山キャプテンから一言

石山さん　ミニバスケットボールは、本当に楽

　しいスポーツです‼まずは、見学をしに来て

　ください。まってまーす (^.^)/~~~

●少年団の問合せ、申込み→士別西小学校　安

口先生まで☎ (23)1215

　前回に続きバスケ少年団の団員募集と
写真教室の参加者募集です。

　近頃は少子化の影響もあり、各少年団
では、団員確保に苦慮しています。興味
あるお子様は、ぜひ参加してください。

団員募集中！！
士別 西 ミニバスケットボール少年団

　　  キャプテン　石山　姫歌さんに話しを伺いました

女の子集まれ～  女バス

初心者写真教室

①趣旨→いろいろな撮影方法を学び、実際に市
　内の風景や動物などを撮影し、「士別の魅力」
　を再発見します。
②日時→６月 11 日、18 日、25 日、７月２日
　いずれも火曜日の午後１時 30 分～３時 30 分
　（全４回）
③会場→市民文化センター視聴
　　　　覚室ほか
④内容（予定）
　第１回→カメラの使い方、性能を学ぶ
　第２回→風景を撮影しよう
　第３回→子どもやペットを撮影しよう
　第４回→「作品」のつくり方、ふりかえり
⑤対象・定員→市民 20 人（先着順）
⑥参加料→無料
⑦講師→動物写真家　目黒誠一氏（旭川市在住）
⑧持ち物→カメラ（種類を問わず）、筆記用具
⑨受付期間→５月 15 日（水）～６月１日（金）
⑩受付け・主催→市中央公民館☎（23）3358
　託児希望の方は、申込時に申し出てください。
※道民カレッジ連携講座

投稿をお待ちしてますみなさまの

　個人や団体で、このページに投稿してみませんか。
　投稿は、作品や絵、写真などのほか、行事・イベ
ントの告知などもＯＫです。随筆やコラム、明るい
話しにチョットいい話しなどを、どんどんお寄せく
ださい。
宛先はこちら⇒⇒⇒　〒 095-8686
 士別市東６条４丁目 士別市役所秘書広報課
 メールはこちら  hishokohoka@city.shibetsu.lg.jp
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市民と行政をつなぐパイプ役

地区担当の民生委員・児童委員を紹介 （敬称略）

士別市には、厚生労働大臣から委嘱を受けた61名の民生委
員・児童委員がおり、それぞれ一定の地区域を担当してい
ます。民生委員・児童委員は、地域のだれもが幸せで安心
した生活を送ることができるよう、在宅福祉や生活保護、
家族関係、育児・いじめなどの福祉に関する相談相手とし
て活動しています。
●紹介内容→氏名、①住所、②電話番号、③担当地区

（14）☎士別市役所㈹（23）3121    http://www.city.shibetsu.lg.jp



（15）

●士別市の主任児童委員

  士別市には、厚生労働大臣および北海道知事から指名・委嘱を受けた３名の主任児童委員がおり、「いじめ」
や「不登校」　 など、児童の福祉について皆さんの相談相手として活動しています。

●民生委員・児童委員に関する問合せ→市福祉課福祉担当☎内線2123、朝日総合支所住民福祉課☎ (代)(28)2121



（16）☎士別市役所㈹（23）3121    http://www.city.shibetsu.lg.jp

子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

中
学
生
用
へ
の
更
新
を

　　

市
で
は
、
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
お

よ
び
妊
娠
中
の
方
が
い
る
世
帯
を
対
象

に
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
配
付
し
、
そ
れ
を
指

定
店
に
提
示
す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
特

典
が
受
け
ら
れ
る
「
子
育
て
支
援
パ
ス

ポ
ー
ト
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
中
学
校
へ
進
学
し
た
お
子
さ
ん

が
い
る
世
帯
は
、
小
学
生
以
下
用
か
ら
中

学
生
用
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
更
新
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
窓
口

で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

●
更
新
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

▽
市
こ
ど
も
・
子
育
て
応
援
室
☎
内
線
２

１
１
７

▽
朝
日
総
合
支
所
地
域
住
民
課
☎(

28)

２
１
２
１

▽
上
士
別
出
張
所
☎(

24)

２
２
０
７

▽
多
寄
出
張
所
☎(

26)

２
０
０
４

▽
温
根
別
出
張
所
☎(

27)

２
３
２
４

※
手
続
き
の
際
は
、
現
在
所
有
し
て
い
る

小
学
生
以
下
用
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
が
対
象
で
す

入

学

資

金

を

支

給

　
●
対
象
→
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
の

保
護
者
の
方
で
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
方
、
ま
た
は
今
年
３
月
末
日
ま
で

受
け
て
い
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
全
額
停
止
の
方
や
、
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
の

保
護
者
の
方
で
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金

な
ど
の
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
た
め
、

児
童
扶
養
手
当
の
該
当
に
な
ら
な
か
っ
た

方
も
、
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
要
件
→
平
成
25
年
５
月
１
日
現
在
、
士

別
市
に
在
住
し
、
今
年
度
、
小
学
校
、
高

等
学
校
お
よ
び
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校(

修
業
年
限
２
年
以
上)

な
ど
に
入

学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方
に
、

そ
れ
ぞ
れ
一
人
１
回
限
り
で
支
給
し
ま

す
。

※
高
校
や
大
学
な
ど
の
通
信
教
育
の
場
合

は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
入
学
資
金
→
小
学
校
３
万
円
、
高
等
学

校
５
万
円
、
大
学
・
専
門
学
校
等
７
万
円

●
支
給
月
→
平
成
25
年
６
月

●
申
請
→
５
月
１
日

（水）
～
31
日

（金）
ま
で
の

間
に
、
印
鑑
・
振
込
先
の
金
融
機
関
名
お

よ
び
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
・
ひ
と
り

親
家
庭
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の
、

高
校
や
大
学
の
場
合
は
、
在
学
証
明
書
を

持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
給
付
の
可
否
→
所
得
や
扶
養
親
族
の
人

数
な
ど
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

※
個
人
情
報
の
関
係
上
、
市
窓
口
に
お
越

し
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
・
問
合
せ
→
市
こ
ど
も
・
子
育
て

応
援
室
☎
内
線
２
１
３
９

５
月
５
日
～
11
日
は

児

童

福

祉

週

間

　　

厚
生
労
働
省
で
は
、
子
ど
も
や
家
庭
、

子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長
に
つ
い
て
、

国
民
全
体
で
考
え
る
期
間
と
し
て
、
毎
年

５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら
11
日

ま
で
の
１
週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
家
庭
や
地
域
に

お
い
て
豊
か
な
愛
情
に
包
ま
れ
な
が
ら
、

夢
と
希
望
を
も
っ
て
、
未
来
の
担
い
手
と

し
て
、
個
性
豊
か
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て

い
け
る
よ
う
な
環
境
や
社
会
づ
く
り
の
た

め
に
、
幅
広
い
関
係
機
関
が
取
組
み
を
し

て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
Ｑ
＆
Ａ
⑱

４
月
１
日
か
ら
「
士
別
市
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る

条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

【Ｑ 20】士別市の条例

が対象にしている「子

ども」とは？

【Ａ 20】18 歳未満の人

で、市内に住んでいる

人、通学する人、通勤

する人を「子ども」と

していますが、18 歳

に達し、20 歳に満た

ない高校生も含みます。

【Ｑ 21】育ち学ぶ施設

とは？

【Ａ 21】保育園や児童

館、児童センターなど

の「児童福祉法」に規

定する児童福祉施設、

幼稚園や小学校、中学

校などの「学校教育法」

に規定する施設、「社

会教育法」などに規定

する図書館、博物館、

公民館などをさします。

こ
ど
も
・
子
育
て

  

応
援
室
だ
よ
り

中
学
生
用
パ
ス
ポ
ー
ト

妊
娠
中
の
方
と
小
学
生

以
下
用
パ
ス
ポ
ー
ト
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今月の
士別っ子！

応援室のページ

【簡単クッキング】

●日時→５月 15 日 ( 水 ) ～ 17 日（金）午前９時 30 分～

●内容→いろいろふりかけづくり

※事前申込みが必要です。

【散歩に出掛けよう】

●日時→５月 29 日 ( 水 ) 午前 10 時～

●市内の散歩道を歩きます。

【育児講座】

●日時→５月 23 日 ( 木 ) 午前 10 時～

●演題→「母乳について～おっぱいの人も、

おっぱいじゃない人も、おっぱいをあげたい人も～」

●講師→助産師　野口智子氏

【お父さんＤＡＹ】

月１回の土曜日に「お父さんＤＡＹ」を設けることに

しました。普段「ゆら」へ来ることができないお父さんも、

一緒に遊びませんか。

●今月お父さんＤＡＹ→５月 18 日 ( 土 )

※申込み・問合せ

　市子育て支援センター「ゆら」☎ (26）7202

 

　　

子 

育 

て 

川 

柳

　

保
護
者
の
方
々
が
つ
く
っ
た
「
子
育
て
川
柳
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

　

川
柳
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

「
い
い
ん
だ
よ
」　
一
言
だ
け
で
も

　
救
わ
れ
る

佐さ

と

う藤　

継け

い

し

ん心 

く
ん　

（
１
歳
９
か
月
）

　このコーナーでは、１歳から４歳くらいのかわいい盛りのお子さんを紹介しています。お気軽にお申し込みください。なお、申し込

み状況によっては、取材にうかがうまでにお待ちいただくこともあります。ＦＡＸやメールで申し込む場合は、必ず住所・世帯主氏名・

電話番号の記載をお願いします。

●問合せ→市秘書広報課　電話：内線 2005 ／ FAX：(22)1934 ／メール：hishokohoka@city.shibetsu.lg.jp

↑上のＱＲコードから
「ゆらゆら通信」を見ることが
できます。

西に

し

川か

わ　

萌も

絵え 
ち
ゃ
ん 

（
１
歳
９
か
月
）

♥ママからのMessage♥
いつもニコニコ、家の中を走ったり、ジャ
ンプしたり、踊ったり…とても活発です。
歳の離れたお兄ちゃんが大好き！
心の優しい思いやりのあるたくましい子に
育ってほしいです。

♥ママからのMessage♥
歌とおしゃべりが大好き。食欲旺盛で元気
な女の子です。
今はおままごとに夢中！ママのお手伝いも
よくしてくれます。
人に優しく、素直な子に育ってほしいです。



博

物

館

５

月

の

予

定

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ(
22)

３
３
２
０

　
○
春
の
自
然
観
察
会　
　

　

博
物
館
周
辺
を
散
策
し
な
が
ら
、
春
か

ら
初
夏
の
草
花
を
観
察
し
て
士
別
の
自
然

を
楽
し
み
ま
す
。

●
日
時
→
５
月
11
日

（土）
午
前
９
時
50
分
～

正
午

●
場
所
→
博
物
館
周
辺

●
対
象
・
定
員
→
小
学
４
年
生
以
上
20
名

●
参
加
料
→
無
料

●
講
師
→
博
物
館
職
員

●
持
ち
物
→
歩
き
や
す
い
服
装
・
帽
子
・

軍
手
・
雨
が
っ
ぱ
・
飲
み
物
・
虫
よ
け
ス

プ
レ
ー
な
ど

●
締
切
り
→
５
月
９
日

（木）
ま
で

※
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
で
す
。

○
米
づ
く
り
体
験

　

田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の
米
づ
く
り
体

験
を
、
上
士
別
町
の
「
き
た
ご
り
ん
フ
ァ
ー

ム
」
で
行
い
ま
す
。

　

「
き
た
ご
り
ん
フ
ァ
ー
ム
」
は
、
農
家

の
方
が
協
力
し
て
一
般
向
け
に
開
設
し
た

体
験
農
場
で
す
。

●
日
時
→
▽
第
１
回
「
田
植
え
」
５
月
25

日
（土）
▽
番
外
編
「
除
草
」
６
月
29
日

（土）
▽

第
２
回
「
稲
刈
り
」
９
月
21
日

（土）
▽
第
３

回
「
脱
穀
」
10
月
12
日

（土）
▽
第
４
回
「
味

覚
」
11
月
９
日

（土）
▽
第
５
回
「
昔
の
手
仕

事
」
２
月
１
日

（土）　

い
ず
れ
も
午
前
10
時

●
会
場

▽
第
１
～
３
回
・
番
外
編
→
き
た
ご
り
ん

フ
ァ
ー
ム(

上
士
別
町
17
線
南
39
番
地)

▽
第
４
・
５
回
→
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ

ー
い
ぶ
き

※
現
地
集
合
・
解
散
で
す
。

●
対
象
→
小
学
生
以
上
20
名
と
保
護
者

●
参
加
料
→
一
人
３
０
０
円

●
持
ち
物
→
汚
れ
て
も
よ
く
作
業
し
や
す

い
服
装
・
防
止
・
軍
手
・
雨
が
っ
ぱ
・
飲

み
物

●
締
切
り
→
５
月
21
日

（火）
ま
で

※
作
業
時
間
は
２
～
３
時
間
で
、
少
雨
決

行
で
す
。

※
天
候
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
で
す
。

前
期
公
民
館
講
座

ピ

ラ

テ

ィ

ス

講

習

会

　　

 

「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」
は
胸
式
呼
吸
を
用
い

て
、
背
骨
を
な
め
ら
か
に
動
か
し
、
体
の

奥
に
あ
る
筋
肉(

イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル)

を
鍛
え
る
最
近
注
目
の
運
動
で
す
。

　

新
し
い
運
動
で
、
健
康
な
体
づ
く
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
→
６
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24

日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分(

全
４

回
・
月
曜
日)

●
会
場
→
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
和
室

●
講
師
→
ピ
ラ
テ
ィ
ス
ス
タ
ジ
オ
・
エ
ム

ス
ペ
ー
ス
北
彩
都　

早
勢
瑞
枝
氏

●
対
象
・
定
員
→
市
民
20
名

●
参
加
料
→
無
料

●
持
ち
物
→
運
動
の
で
き
る
服
装
・
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
・
飲
み
物

●
募
集
期
間
→
５
月
８
日

（水）
～
17
日

（金）

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
市
中
央
公
民
館
☎

(

23)

３
３
５
８

※
満
腹
の
状
態
で
行
う
と
具
合
が
悪
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
調
整
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
託
児
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
あ
わ
せ
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
で
す
。

生
涯
学
習
情
報

昨
年
の
体
験
の
よ
う
す

【
春
】
田
植
え

【
夏
】
草
取
り

【
秋
】
稲
刈
り

カタクリ

エゾイチゲ

生涯学習のページ

（18）☎士別市役所㈹（23）3121    http://www.city.shibetsu.lg.jp
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初
心
者
大
歓
迎
！

ジ
ャ
ズ
を
楽
し
く
親
し
む
講
座
②

　

さ
ま
ざ
ま
な
曲
を
聴
き
、
気
軽
に
楽
し

み
な
が
ら
、
ジ
ャ
ズ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時
→
５
月
10
日
・
５
月
24
日
・
６
月

７
日
・
６
月
21
日
・
７
月
５
日
・
７
月
19

日　

午
後
６
時
30
分
～
８
時(

全
６
回
・

隔
週
の
金
曜
日)

※
都
合
の
よ
い
日
の
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
会
場
→
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
音
楽
室

●
講
師
→
ジ
ャ
ズ
バ
ー
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス
店

主　

知
工
健
一
郎
氏

●
対
象
・
定
員
→
市
民
30
名

●
参
加
料
→
無
料

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
市
中
央
公
民
館
☎

(

23)

３
３
５
８

楽
し
く
踊
っ
て
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

ズ
ン
バ
ゴ
ー
ル
ド
体
験
講
習
会

　

 

「
ズ
ン
バ
」
は
、
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ

た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
も
人
気
の
ラ
テ
ン

系
ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

　

デ
ィ
ス
コ
・
フ
ラ
メ
ン
コ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ズ
ム
の
曲
に
あ
わ
せ
て
踊
り
な

が
ら
、
脂
肪
燃
焼
を
実
感
で
き
ま
す
。

●
日
時
→
５
月
23
日
・
５
月
30
日
・
６
月

６
日
午
後
７
時
～
８
時
30
分(

全
３
回
・

木
曜
日)

●
会
場
→
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

リ
ハ
ー

サ
ル
室

●
講
師
→
ズ
ン
バ
ゴ
ー
ル
ド
公
式
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー　

阿
部
友
恵
氏

●
対
象
・
定
員
→
市
民
20
名

●
参
加
料
→
無
料

●
持
ち
物
→
運
動
し
や
す
い
服
装
・
室
内

用
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

●
募
集
期
間
→
５
月
７
日

（火）
か
ら

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
市
中
央
公
民
館
☎

(

23)

３
３
５
８

　

鬼お

ん

で

こ

ざ

太
鼓
座
は
、
静
岡
県
富
士
市
、
富
士

山
の
ふ
も
と
で
合
宿
生
活
を
し
な
が
ら
、

国
内
外
で
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
６
９
年
に
佐
渡
で
結
成
。

　

１
９
７
５
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス

ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
完
走
後
、
そ
の
ま
ま
舞
台

に
駆
け
上
が
り
大
太
鼓
を
演
奏
す
る
と
い

う
衝
撃
的
な
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
ま
し
た
。

　

「
走
る
」
こ
と
と
「
音
楽
」
と
は
一
体

で
あ
り
、
そ
れ
は
人
生
の
ド
ラ
マ
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
反
映
だ
と
い
う
鬼
太
鼓
座
独
自

の
「
走

そ
う

楽が
く

論ろ
ん

」
。

　

２
０
１
２
年
３
月
に
は
「
震
災
を
乗
り

越
え
て
日
本
か
ら
世
界
へ
」
に
参
加
。

東
北
の
民
族
芸
能
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
な
ど
で
公
演
を

し
な
が
ら
地
球
一
周
し
て
き
ま
し
た
。

　

走
り
、
叩
き
、
舞
う
。
鬼
太
鼓
座
の
挑

戦
は
続
き
ま
す
。

●
日
時
→
６
月
28
日

（金）
午
後
６
時
30
分
開

場
・
午
後
７
時
開
演

●
会
場
→
あ
さ
ひ
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
ー
ル

●
チ
ケ
ッ
ト
→
前
売
２
０
０
０
円
・
当
日

２
５
０
０
円

●
ゲ
ス
ト
→
梅
津
和
時(

ア
ル
ト
サ
ッ
ク

ス
、
ソ
プ
ラ
ノ
サ
ッ
ク
ス
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト)

・
小
林
武
文(

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン)

●
問
合
せ
→
あ
さ
ひ
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
ー
ル

☎(

28)

３
１
４
６

昨年の講座のようす

鬼
おん

 太
で

 鼓
こ

 座
ざ

～
管
打
相
和
し
相
崩
し

　

日
出
ず
る
国
よ
り
い
ざ
～

西 

へ

マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ
デ
ィ

マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ
デ
ィ

公演のご案内
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公営住宅入居者募集！　 

お知らせのページ

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

無

料

法

律

相

談

●
日
時
→
５
月
19
日

（日）
・
６
月
16
日

（日）
午

前
11
時
～
午
後
２
時

●
会
場
→
市
役
所
来
賓
室(

２
階)

●
締
切
り
→
そ
れ
ぞ
れ
５
月
17
日

（金）
・
６

月
14
日

（金）
ま
で

●
定
員
→
10
人

●
受
付
→
環
境
生
活
課
☎
内
線
２
２
２
３

専
門
員
が
お
受
け
し
ま
す

出

張

年

金

相

談

●
日
時
→
５
月
29
日

（水）
午
前
10
時
～
午
後

４
時
30
分(

完
全
予
約
制)

●
会
場
→
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

●
予
約
申
込
→
旭
川
年
金
事
務
所
☎

０
１
６
６
（
72
）
５
０
０
４

士
別
に
出
向
き
ま
す

名

寄

保

健

所

水

質

検

査

●
日
時
→
５
月
27
日

（月）
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
→
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
べ
つ

※
検
査
は
有
料
で
専
用
容
器
が
必
要
で
す
。

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
→
名
寄
保
健
所
☎
０
１
６
５
４

（
３
）
３
１
２
１

団地名 世帯条件
建築年
募集階数

間取り 月額家賃

サウスタウン青葉

（西 2 条 15 丁目　A-205)
単身不可 H12・3 階

2LDK

・59.4 ㎡
19,100 円～

中央

（朝日町中央　A-106）
なし H13・2 階

3LDK

・82.5 ㎡
25,000 円～

曙

( 朝日町中央 4047-9　4-65)
なし H5・1 階

　2LDK

・67.3 ㎡
18,600 円～

※朝日地区のもみじ団地・三望台団地に空きがあります。詳細はご相談ください。

●受付期間→５月７日 ( 火 ) ～ 14 日 ( 火 )

●受付場所→市建築課☎内線 2325・朝日総合支所経済建設課☎ ( 代 )(28)2121

●見学会→５月９日 ( 木 )　午前 10 時～ 11 時の間でご自由にご覧ください。

●抽選日 ( 時間厳守 ) →５月 16 日 ( 木 )

　　　　　　　　　　　午前 10 時～市役所３階　会議室 301

　　　　　　　　　　　午後２時～朝日総合支所１階　第１会議室

●入居予定日→６月から

　　　　　　　※サウスタウン青葉は７月から

●申込条件→①住宅に困窮している方 ( 持ち家がない方 )

　　　　　　②募集住戸ごとの世帯条件を満たしている方

　　　　　　③公営住宅法に定める収入基準に該当する方

　　　　　　　・政令月収 158,000 円以下

　　　　　　④市税などの納入が良好な方

●必要なもの→印鑑、所得証明、市外の方は納税証明・住民票 ( 同居者全員分 )

●入居決定→①応募が募集戸数を上回った場合は、抽選で決定します。

　　　　　　②抽選を欠席した場合は、申込みが無効になります。

●その他→入居時に敷金 ( 家賃２か月分 ) と保証人１人が必要です。

【追加公募】

　①公募受付期間までに申込みのなかった住宅については、５月 17 日 ( 金 ) まで随時

　　申込みを受け付けます。

　②追加募集申込者数が募集戸数を上回った場合は、抽選で入居者を決定します。

　③追加募集の抽選日は、後日、住宅担当から電話などでお知らせします。

日 曜日 収集地区

２ 木 創成

７ 火 九十九・桜丘

９ 木 東山

13 月 東丘

15 水 武徳

16 木 観月

20 月 駅南

22 水 南町南栄（旧宿舎含む）

23 木 下士別・北町

27 月 南町第２・南町南郷

30 木 南町南光・南町南進　

５月の紙類収集日

家庭で眠っている品物は

不 用品ダイヤル

【ゆずります】
▽五月人形 ( １段・２段 ) ▽ひ

な人形 ( ７段 ) ▽風呂用イス・

滑り止めマット・風呂内取付取

手 (すべて介護用 )

【ゆずってください】
▽翔雲高男子制服（Mサイズ）

▽南中女子制服 (160cm)

●問合せ→市環境生活課

　　　　　内線 2224

（中央団地） （曙団地）（サウスタウタウン青葉）

※募集内容は一部変更になる場合があります。
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　水道管に付着している水あか、鉄さびな

どを取り除く作業を次の日程で行います。

　作業は夜間に行いますが、該当地区では

水圧低下により断水になる場合があります

ので、お手数でも必要な水の汲み置きする

などのご協力をお願いいたします。

　また、朝方最初に濁って出ることもあり

ますので、濁りがとれるまで出してから使

用してください。

◆洗浄作業期間

　○市街全域

　　　 5 月 13 日（月）～ 19 日（日）

　○市街東地区（線路から東側）

　　・中央通りから南側

　　 　5 月 20 日（月）～ 26 日（日）

　　・中央通りから北側

　　 　5 月 25 日（土）～ 31 日（金）

　○市街西地区（線路から西側）

　　・中央通りから北側

　　　5 月 30 日（木）～ 6 月 3 日（月）

　　・中央通りから南側　（南士別地区全域）

　　　6 月 2 日（日）～ 6 日（木）

　○温根別地区

　　　6 月 10 日（月）～ 16 日（日）

◆洗浄作業時間　午後 10 時～午前 4 時頃

◆問合せ　市上下水道課　☎内線２３４５
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付
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水道管の洗浄作業

岡　理香子さん

林　峰男さん

▲ し べ つ わ ん ぱ く フ ェ ス テ ィ バ ル 昨 年 の 開 催 模 様
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の動き ３月末現在（ ）内は前月比

４月９日　タヨロマ川サケ稚魚放流

めざす日本海へは２００ｋｍ
長く長く　困難な道のり

激流のなか　力強く泳ぎ出す
2000匹もの稚魚たち
たくましく大きくなって
帰って来てくれますように…

多
寄
小
・
中
学
校
で
大
切
に
育
て
ら
れ
た
稚
魚
を
、
多
寄
の
園
児
・
小
中
学
生
な
ど
の
手
に
よ
り
放
流
し
ま
し
た
。


